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詩を取り戻す
『見えない涙』刊行記念若松英輔さんトーク＆サイン会
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火
6 若松英輔（わかまつ・えいすけ）

精力的に話題作を発表する批評家・エッセイスト若松英輔さん初の詩集『見えない涙』（亜紀書房）の
刊行を記念してトークイベントを開催します。
いま、「詩を日常的に読む」という方はあまり多くないかもしれません。しかし、詩のある暮らしは、ちょ
っと豊かなものです。若松さんは、「詩をじぶんで書いてみること」で、人は言葉との付き合い方が変わ
る、と常々おっしゃっています。それは一体どういうことなのでしょうか。
講演が終わった後、みなさんにとって、詩が人生を歩むうえで欠くことのできない伴侶になっているか
もしれません。奮ってご参加下さい。

批評家・随筆家。一九六八年生まれ、
慶應義塾大学文学部仏文科卒業。二
〇〇七年「越知保夫とその時代 求道
の文学」にて三田文学新人賞、二〇
一六年『叡知の詩学 小林秀雄と井筒
俊彦』にて西脇順三郎学術賞を受賞。
著書に『イエス伝』（中央公論新社）、
『魂にふれる 大震災と、生きている死者』（トランスビュー）、『生
きる哲学』（文春新書）、『霊性の哲学』（角川選書）、『悲しみの秘
義』（ナナロク社）、『生きていくうえで、かけがえのないこと』『言
葉の贈り物』（共に亜紀書房）、志村ふくみとの共著『緋の舟』（求
龍堂）など多数。

（批評家・随筆家）
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（中央区銀座4-5-1）


